
‭文書機能で過去の処方履歴をだしたい‬
‭☆特定のCLIUS KEYを使うことで、直近の履歴以外も展開することが‬
‭　可能です。‬

‭例：標準雛形の診療情報提供書に、過去5回分の処方履歴を出力する場合‬
‭　　（処方がないカルテ履歴は除いて、５回分の処方を出したい）‬

‭①CLIUSを開き、右上の「医療機関名」をクリックし、‬
‭　【文書雛形管理】をクリックします。‬

‭②左側から【標準雛形】をクリックし、診療情報提供書をクリックします。‬
‭　【雛形ダウンロード】をクリックします。‬
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‭③雛形がダウンロードされます。‬
‭　Chrome画面右上に表示されるダウンロードファイルをクリック、‬
‭　もしくはダウンロードフォルダから雛形を開きます。‬

‭④直近の処方履歴を表示する<Themostrecent_Medication>部分を変更します。‬
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‭過去の処方歴を出すCLIUS KEYは2種類あります。‬
‭①<Recent_Medication:n>‬
‭n回前のカルテに記載された処方情報が印字されます。‬

‭②<Recent_Medication2:n>‬
‭処方情報のあるカルテのうちn回前のカルテの処方情報が印字されます。‬

‭例：それぞれ４回目まで出力する設定にした場合‬
‭　　どの履歴情報を参照するか‬

‭履歴‬ ‭処方の有無‬ ‭①‬ ‭②‬

‭１番上‬ ‭〇‬ ‭〇（n=1）‬ ‭〇（n=1）‬

‭２番目‬ ‭×（処方なし）‬ ‭× （n=2)‬ ‭ー‬

‭３番目‬ ‭×（処方なし）‬ ‭× （n=3)‬ ‭ー‬

‭４番目‬ ‭〇‬ ‭〇（n=4）‬ ‭〇（n=2）‬

‭５番目‬ ‭〇‬ ‭ー‬ ‭〇（n=3）‬

‭６番目‬ ‭〇‬ ‭ー‬ ‭〇（n=4）‬

‭５回分出力（処方がないカルテ履歴は除く）場合は以下のように入力します‬
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‭⑤雛形を上書き保存します。‬

‭⑥②で開いていたCLIUSの文書雛形管理画面の右上にある‬
‭　【＋文書の追加】をクリックします。‬

‭⑦作成した文書をドロップ、または【ファイルを選択】をクリックし、‬
‭　先ほど上書き保存した「診療情報提供書」を選択します。‬
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‭必要に応じて項目を選択します。‬
‭　名称：文書選択時に表示される名称を変更できます。‬
‭　種別／フォルダ：作成した文書をどこに配置するか設定します。‬
‭　　‬‭※フォルダを指定しない場合「マイフォルダ」に保存されます。‬
‭　　また、「標準雛形」へは作成した雛形を保存することはできません。‬
‭　memo：ファイルの名称の下に、入力した内容を表示できます。‬

‭上記入力後、【登録】をクリックします。文書が追加されます。‬
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‭文書作成例：‬
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